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認
証
取
得
施
設
で
あ
る
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
分
庁
舎
の
取
り
組
み

の
結
果
を
【
表
１
】
に
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
削
減
金
額
は
、

本
庁
舎
な
ど
で
平
成
12
年
度
を
基

準
と
し
て
13
年
度
か
ら
15
年
度
ま

で
の
合
計
で
７
８
０
万
６
千
２
８

４
円
、
出
先
機
関
で
は
14
年
度
を

基
準
と
し
て
15
年
度
で
６
６
１
万

１
千
１
４
２
円
、
合
計
１
４
４
１

万
７
千
４
２
６
円
を
削
減
し
ま
し

た
。

本
庁
舎
を
は
じ
め
31
施
設
が
行

う
事
務
・
事
業
に
よ
り
排
出
し
た

温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
、

メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
）
の
排

出
量
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
施
設
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
行
い
、
新
た
な
施
設
整
備

に
よ
り
17
％
の
排
出
量
が
伸
び
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
８
％
に
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
14
年
度
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
な
ど
７
施
設
を
新
た
に
追

加
し
て
監
視
し
て
い
る
た
め
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
11
年
度

に
比
べ
７
・
82
％
の
伸
び
の
４
８

２
３
・
５
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
表
２
】
追
加
施
設
を
考
慮
し
な
い

場
合
で
は
、
３
・
08
％
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
出
先
機
関

で
も
本
格
的
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
き
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ

と
、
10
月
か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
分
別
収
集
し
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
焼
却
量

が
減
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

事務事業の見直し
■事務事業の整理合理化

被服貸与の見直しについては、

一般職員の夏服を廃止しました。

また、冬服や作業服については

貸与期間の延長など、規程の改

正を行いました。

町内土木工事においては、再

生資材の活用や公共残土の有効

活用を図るとともに、公園リニ

ューアル工事においても、既設

の遊具を補修し再利用するなど

公共工事のコスト縮減を図って

います。

■公共施設の管理運営

公園など公共施設の維持管理

について、自治会をはじめとす

る地域団体やボランティア団体

との協力体制を確立し、順次導

入を図ります。また、公共施設

の委託業務においては、し尿処

理施設の処理工程を簡素化し、

作業員１名を減員するとともに、

水道事業においては「猪名川町

水道事業マスタープラン」を策

定し、経営の健全化、安全な水

の安定供給に努め、今後におい

ては、マスタープランに基づき

浄水場の無人化に向けた調査検

討を行います。

■民間活用の推進

ごみ収集において現行の委託

業務を継続するとともに、プラ

スチック製容器包装の細分別収

集業務および減容業務の民間委

託を行いました。

組織・機構などの見直し
■外郭団体など

一元化に向けた具体的な取り

組みを行い、ゆうあい福祉公社

を精算し、社会福祉協議会に統

合しました。

■定員および給与の適正管理

簡素で効率的な行政体制を堅

持するため、必要最小限の退職

者補充を行いながら職員数の削

減を図っています。

《職員数の推移》

平成13年度 294人

平成14年度 290人（新規採用なし）

平成15年度 287人（新規採用２名）

また、職員給与水準を国との

比較指標として用いられるラス

パイレス指数1 0 2ポイントを上限

として進めており、平成1 5年度は

101.3ポイントとなっています。

さらに、給与の適正化に向け

た取り組みとして、財政健全化

策の観点から平成1 6年度、同1 7年

度の２カ年間職員給料月額の

２％を引き下げます。人事院勧

告により示された扶養手当、期

末勤勉手当についての改正も行

ったところです。

住民の行政への参画と協働の

推進
参画と協働に関する懇話会を

設置し、公募委員により中間提

言を得ました。ホームページを

随時更新することにより情報提

供や住民参加の促進を図るとと

もに、各課にメールアドレスを

設置し、広聴事務の迅速化を図

りました。

行政評価システムの導入
効率的で成果を重視した行政

運営を図るために行政評価シス

テムの構築に向け、プロジェク

トチーム、作業部会を設置し試

行的に8 1事業に対して事務事業評

価表を作成し、事業評価監視委

員会に資料提出を行いました。

今後は、全事務事業評価を目標

に、平成1 6年度から更新した財務

会計システムとの連動を図るな

かで、予算や決算のデータを利

用した総括的な評価を行ってい

きます。

健全財政の堅持
受益者負担の公平性の観点か

ら、使用料、手数料の見直しに

ついて検討を行い、改訂時期は

使用料と手数料合わせて実施す

ることとしました。町の厳しい

財政状況から中長期な視点に立

って、平成1 6年度に公共の施設全

般の保全計画を策定することと

しました。

問い合わせは、企画政策課

（�766－8711）へ。

町
役
場
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
改
め
て
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
ア
イ
エ
ス
オ

ー
）
１
４
０
０
１
の
認
証
を
平
成
14
年
７
月
24
日
に
取
得
し
、

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
認
証
後
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＣＯ2換算温室効果ガス
排出量一覧表

（単位：ｔ－ＣＯ2，％）

【表2】

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
取
り
組
み
状
況

問合せ

生
活
環
境
課

�
７
６
６
・
８
７
１
２

【表1】 15年度目標達成状況

平
成
15
年
度
の
実
積

～平成15年度の行政改革により
概ね5,660万円の削減～

行政改革大綱および同実施計画の進捗状況をお知らせします。

簡素で効率的な行政システムの構築を目指して、平成1 5年度を初年

度とする３カ年計画の「行政改革大綱」および、その年次計画を示し

た実施計画に基づく30項目の「同実施計画」を定めました。

平成1 5年度での取り組みによる削減額は概ね5 , 6 6 0万円です。その

主な内容は次のとおりです。


